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Ⅰ. はじめに 
大正大学人間学部もここで20周年を迎えた。人間学部開設に至る時期の大学界
を取り巻く環境は、第二次ベビーブーマー世代が大学受験期に達し、その進学人
口の増加への対応を求められた。それまでは、大学の新増設を抑制する方針をと
っていた教育行政も、1991（平成３）年地方分権推進にともなう規制緩和の方
針を打ち出した政策展開をすすめた。同年の大学設置基準認可の規制緩和と大学
進学率の上昇増加を受け多数の新設大学・学部が誕生した。実際に、私立大学は
1990（平成2）年度には372校だったが、2012（同24）年度には605校にまで
増加している。 
4年制大学への進学率は、1991（平成3）年度25.5％だったものが、09（同
21）年度は50.2％と上昇を続けてきた。が、ここ数年は頭打ち傾向にあり、2012
（同24）年度は50.8％にとどまっている。少子化により大学修学者数は一層減
少していく。 
こうした背景を受け、大正大学も開学以来の大変革を余儀なくされた。周知の
ように、1993（平成5）年4月に「人間学部」を開設した。仏教・社会・福祉・
心理・教育の５学問領域から「人間学」への総合学問探究を志向した。この期、
学部名称については、大正大学の看板学部である「仏教学部」を「仏教学科」と
し「人間学部」に含むことに賛否両論があったと伝わる。時流を乗切るための英
断と評価できよう。そして、今般「人間学部開設20周年」を迎えたのである。 
この２０年間の各学科変遷を簡単にまとめておく。 
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仏教学科  ――――――――――――――――――― 仏教学部仏教学科 
人間福祉学科社会福祉 ――― アーバン福祉学科  ――― 社会福祉学科 
              ＊アーバン福祉学科  ――― 人間環境学科 
     生涯教育  ―――――――――――――――― 教育人間学科 
      臨床心理  ―――――――――――――――  臨床心理学科 
人間科学科   ―――――――――――――――――――――   人間科学科 
 
2013年秋には、人間学部20周年にあたり、社会・心理・福祉・教育そして環境
の新たな5学問領域で「地域の中の人間学を探究」と新たな課題への意識化が打ち
出されている。 
「人間環境学科」に関しては2011年改組を重ね、社会福祉からの分離転換によ
り新たにを位置付けられることができた。したがって、本稿は「人間環境学への展
望」とし、これまでの経緯の一端を踏まえ集約し、加えて今後の展望への考察に繋
げたい。 
 
Ⅱ. 社会福祉専攻からＮＣＣへ 
 本学の社会福祉学専攻は「日本社会福祉教育の最初の実践校」として、1918（大
正７）年5月から社会福祉（社会事業）専門従事者養成実践を展開してきおり、近
く100周年をむかえる。特にこの10年の経緯が「人間環境学科」設立への契機と
なっていることを抑えておかなければならない。 
 人間学部は、2005（平成17）年に人間学部NCC（ネクストコミュニティコー
ス）を設置する。このNCCは人間学部横断型副専攻履修コースと位置づけられた。
その設置の背景には次のような動向があった。その発端は2003（平成15）年入学
者数が定員の1.2倍を超えてしまったことにあるとみることができる。 
 当時、社会福祉学専攻（現：社会福祉学科）の一学年定員は140名とされていた。
だが実際の入学者は190名に達してしまったと覚えている。社会福祉学専攻に限っ
てみてもその後の教育展開への課題対応が迫られることとなった。その主たるもの
は、「社会福祉士養成課程」としての役割期待への対応であった。 
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 社会福祉専門教育の主流は、専門職としての「社会福祉士および介護福祉士」の
養成さらには国家試験への対応が明らかとされた。厚労省の定めるカリキュラムに
沿った課程を展開する養成機関であることが求められている。そのカリキュラムの
特色には、実習・演習教育の強化充実が強調されてきた。実習・演習教育に対して
は、授業および施設実習時間の増加や実習受入施設の要件、さらには担当教員の資
格要件までもが養成課程設置の基準とされ、その要求度は一段と高められた。 
 大正大学社会福祉学もその動向に沿いながらも、いかに大正大学社会福祉学の研
究教育の学風を守りながら時流の専門職養成を展開できるかが問われることとな
った。この問いかけは、それまで福祉教育を展開してきた多くの伝統大学も同様に
方針転換を余儀なくされたのも事実である。 
 本学においても、在籍学生の増大にともなう社会福祉士国家受験資格希望者の増
加と、その希望に応じ答えるだけの福祉専門職養成力との差異に、どのように対応
するかが問われた。同時に社会福祉学専攻に明確に求められた第一義の課題は「国
家資格試験合格者の増加させること」であった。従来の曖昧な方針から「国家資格
対応」と「福祉マインドの学修」へと2つの学修ニーズへの明確なシフトチェンジ
を打ち出すことに繋がったのである。 
表－1 大正大学平成17 年 5 月 1日時、学部在籍者数 
     
人間学部 入学定員 収容定員 在籍者数 教員数 
仏教学科 120 550 693 26 
社会福祉学 140 610 779 15 
臨床心理学 85 366 467 11 
人間科学科 140 562 702 16 
小計 485 2088 2641 68 
文学部 340 1541 2014 45 
総計 825 3636 4655 113 
 ＊平成 17年度大正大学事業報告書参照作成 
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 2003(平成１５)年度入試合格者数と入学手続き者数の読み違えによる在籍学生
の増大(表―１参照)への諸課題は、人間学部全体で検証せよとの動きがはじまった。
読み違えによる新たな課題が露呈した。それは、入学者の著しい学力低下を認識し
なければならないことであった。（本学の学力低下はこの期から予想以上の急下降
を経験した。） 
翌年秋には「人間学部検討委員会(仮称)」が、各専攻教員2名の選出構成により
検討が開始された。この検討委員会では、極論としては一学部一学科への改編案ま
で出されたが、人間学部の学科・専攻を横断的にとらえる履修コースの新設、ネ
クストコミュニティコース（NCC）を起ちあげることで新たな方向性を求めるに
至ったのである。（同様な検討会は、2009年春から学部長を座長に「これからの
学部を考える」会として各学科長で構成された。その流れの中で、アーバン福祉学
科さらには人間環境学科への構想が積み重ねられてきたように覚えている。現在で
も現学部長のもと、学部学科長会が月一回開催され、連絡調整が積極的に行われて
いる。） 
 
Ⅲ. ネクスト・コミュニティ・コース（NCC）の展開 
 ネクスト・コミュニティ・コースの命名および構想は、P.Fドラッカー「ネクス
ト・ソサエティ」を礎としている。 
ネクスト・コミュニティ・コース（以下、NCC）では、前述の検討課題から人
間学部の学科・専攻を横断的にとらえ、仏教学科に「NCC仏教」、社会福祉学専
攻に「NCC福祉」、臨床心理学専攻に「NCC心理」、人間科学科に「NCC教育」
をそれぞれ新設し、それらを総合化するなかで、次のような指針を掲げた。 
・ 人と社会に関連する諸分野について、知的好奇心を保証できる教育研究を展開 
  する。 
・ フィールドを地域や街さらには各分野のコミュニティに置き、人間とは何かを 
  踏まえた研究調査や学習・実習を行う。 
・ 大学と地域が一体となって連携し、新しい街のあり方を提案するために、社会 
  貢献等の積極的な活動を教育の中に位置付ける。 
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・ 実務能力を養う。情報力や企画力、想像力などを養い、総合的なマネジメント 
  能力を身につける。 
・卒業後は、高度な知識と実践力を持ち、社会で即戦力となれる人材を育成する。 
という、教育目標を掲げた。 
平成17年度はNCC仏教に14名、NCC福祉に33名、NCC心理に７名、NCC教
育に36名の登録があり、NCC共通科目としては「NCC基礎論Ⅰ」や「共生社会
論」の他４講座が学科横断カリキュラムと位置付けられ開講されたことからはじ
まり、下記の具体的目標を示した。 
. 学習フィールドとなる巣鴨コミュニティを頻繁に実踏する。 
. コミュニティとの関わりを深める。 
. コミュニティの特性を理解する。 
次年度にむけて、「コミュニティとの関わりをさぐり実践する」をテーマに講
義・演習科目との相互連携を従来にまして強化し、学生のあらたな学習ニーズの
高揚と積極的な学外活動の展開につなげ、新しい学習研究システム構築をめざす
こととした。 
「地域から学ぶ」といったNCCの教育目的が、学生のコミュニティフィールド
での関わり体験等々から次第に具体的かつ効果的に積み重なっていった。学生の
レポート等からもその成果を充分確認出来得た。次への課題、さらに高まるであ
ろう学生の学習ニーズに、可能限りの対応を試むことが望まれた。 
 再述になるが、「地域から学ぶ」楽しさ・難しさを積み重ね、そして、より謙
虚に「学ぶ姿勢」を示すことが求められてきた。そのことらを加味しつつ、今後
の教育展開を思考展開していくことが、当面の課題とされた。 
１）ＮＣＣの教育計画 
当面のＮＣＣの教育計画は次の６点が提示された。 
①人と社会に関連する諸分野について、知的好奇心を保証できる研究教育を展開す 
 る。 
②フィールドを地域や街、さらには各分野のコミュニティに置き、人間とは何かを 
 踏えた研究調査や学習・実習を行う。 
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③ 大学と地域が一体となって連携し、新しい街のあり方を提案する ために、社会 
 貢献等の積極的な活動を教育の中に 位置づける。 
④ 実務能力を養う。情報力や企画力、想像力などを養い、総合的なマネジメント
能力を身につける。 
⑤ 卒業後は、高度な知識と実践力を持ち社会で即戦力となれる人材を育成する。 
⑥ 国内外にむけての社会貢献・社会実践活動の手法を実践的に学ぶ。        
こうした研究 教育テーマを実践するフィールドを確立するために、広く社会の
さまざまなコミュニティ（地域や共同体）に求めることになった 。よって、ヒュ
ーマン・プロジェクトをも起ち上げ、大正大学の位置する豊島区巣鴨近隣を主なフ
ィールドとすることとした。それは、区民の生活や街の活性化などさまざまな分野
で、企画や提案、さらにはマーケティングに基づいて創造的な実行計画を練り、試
行を繰り返して知と実践の積み上げをめざした。 
 そして、19年度は「次世代のコミュニティを創造できる力」の育成を目指して、
従来にない斬新な教育内容の展開を志向した。その主軸には、地域や海外での本格
的なフィールドワークとプロジェクト研究のプログラムを新規展開し、新しい社会
実践教育を始動することとなった。 
２）ＮＣＣのカリキュラム 
ＮＣＣは、新しいコミュニティの創造をめざして、さまざまな角度から調査や実
習を行ない、社会貢献、ボランティアやインターンシップなどを実施した。 他大
学においては、すでに地域社会の活性化などを扱う学科が開設されていた。本学で
は、既存の人間学部の学科・専攻（仏教・福祉・心理・社会・教育）の分野を生か
して、横断的なカリキュラムを組むことによって、総合的かつ多様な面からのアプ
ローチを行い、実践していくことによって十分な社会的効果を期待した。 また学
科・専攻を越えての教員組織（プロジェクト）によって、学部そのものの活性化
が期待でき、相乗的に教育の充実につなげることもねらいとしている。一
方、ＮＰＯ活動をとおして学び得る、地域や関係団体との関わり、社会性
は義務と責任を自覚した人間形成につながるものと考え、教育的意味での
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社会的意義が極めて大きい。よってあらたな研究教育システム構築をめざ
してこととした。 
３）学部横断 
NCCでは、社会貢献に向けて大学の新しい可能性を引き出すために、学科・専
攻を越えた教員の連携、学生の参画、セクションを取り払った職員の協働を現実化
し推進する。そのためにNCCは人間学部の学科・専攻の研究教育 組織、それを支
援する事務組織を横断的にとらえ、それらを総合化する中で、新しい人間生活のあ
り方について考え、提案していくスタイルをとった。 
４）ヒューマンプロジェクト、CECとの連動 
 大学から 地域社会へ発信 し、地域とともに学ぶという重大性に鑑み、NCCで
は大学のプロジェクトや部署との直接的な連携を重視する。すなわち大学が地域と
の関わりを深めるために人間学部に起ち上げられたヒューマンプロジェクト、学
習・資格取得・スキルアップ・就職活動を支援するために平成17年度より新設さ
れるCECとの全面的な連動を基盤としてコースの運営を行う。 
 
Ⅳ . ＮＣＣ私的総括 
 開設準備より NCC の運営展開に携ってきた一教員として、学内報「鴨台
71 号－特集インタビュー」を再掲考察し私的総括を試みたい。 
学内報「鴨台 71 号－特集インタビュー」 
● ＮＣＣ設置の背景と狙い、そしてどのような人材を育成しようとしているの
か、その目標についてお聞かせ下さい。 
「確かに、21 世紀に入って社会の動きが思ったよりも激しく・速くなっている
のを感じることができると思うのです。価値観の変わりつつあります。大学に求
められているものも加速度的に変わりつつあるようです。ＮＣＣを設置するにあ
たっての背景と狙いの一つには、こうした変化と多様な教育ニーズに応えられる、
フットワークの良い「学びの場」を大正大学にあらたに位置づけることでありま
しょう。 
私自身、社会福祉学専攻の教員として、福祉の現場で働くことを希望している
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学生の現場実習指導も行ってきました。幸い、多くの大正大学の卒業生も全国の
社会福祉施設等で社会福祉実践を担っています。実習指導で先輩たちの施設に伺
って、学生（実習生）の状況を直接耳にします。時には、他大学卒の指導者から
もコメントをいただきます。そのコメントをまとめますと『大正大学の学生はま
じめで、おとなしくて、しっかりやってくれますよ・・・・』と一応のお褒めの
言葉いただけます。が、『まじめで・おとなしく・しっかり・・』を褒め言葉とと
らえていいのか？疑問に抱くことがあります。 
その疑問とは、学生の実習に向かう姿勢があまりにも受け身で、『こうしてみよ
う・こうできないか・こうしたらいいのでは・・』といった前向きの視点等があ
まり見受けられない。施設のみなさんの眼に『将来性のあるおもしろい実習生と
写らないことがある』と、指摘されたこともあります。要するに、『人と接する』
ことは得意でも、その人との関係や、生活を主体的に築くことへの資質がないと
も、言われていることになりましょう。『いい人・・』の印象でとどまってしまう
ようなのです。これからの時代、それでは社会で通用しなくなるのは目に見えて
しまいます。『大正大の学生はいい学生＋α』が一層求められると思うのです。 
ＮＣＣは『大正大学人間学部の不易流行』を実践できればと企てています。 
『不易流行』すなわち、今までに築いてきた好いところを大切に、一層の強化
発展を、あらたな仕組みと工夫を取り込みながら、先にも言ったようにフットワ
ークよく、アグレッシブに学生と共に学びをすすめる。これがＮＣＣの学びの根
底に位置づけたい。そのためには、さまざまなところでリスクが生じるでしょう
が、学生に不利益を与えないために最大の努力を惜しまない。大正大学の人間学
部にあたらしい風を吹かせる。学生も大学も地域の人も明るく・楽しく・学ぶ『学
びの三位一体＝ゴールデントライアングル』を築くこともＮＣＣの狙いです。そ
うした空間と時間のなかで学ぶことによって、今までに違った視点を身につける
ことができましょう。それは、社会人として、地域生活者として少しの違いと思
われましょうが、時間が経つにつれて『大きな差』につながると信じています。」 
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● 教育プログラムとして、学科・専攻固有のＮＣＣと人間学部共通の「ＮＣＣ
社会貢献プログラム」がありますが、その区別とあえて２つ設けている理由
を教えて下さい。 
  検討修正課題は今後も多岐にわたり提示されるが、当面はマイナーチェンジを
積みかさね「人間環境学科」学内不動の位置に据える努力を惜しまない。学科・
専攻の固有性をボトムアップさせる作業は続けていかなければなりません。【ＮＣ
Ｃ社会貢献プログラム】は学科・専攻での学びに『より社会性』を付加するため
の、履修科目を設けています。それも『共生・価値・マネジメント』を３つの柱
としました。この『３つの柱』は今までの大正大学にはない、あらたなコンセプ
トです。加えて『社会貢献』を意識したフィールド実践的学習を重視することで、
あらたな学びの方法も期待できるのです。」 
 
● ＮＣＣの今後の構想として、地域にどのように関わっていこうとしているの
でしょうか？また、フィールドワーク（プロジェクト研究／インターンシッ
プ）で具体的な取組計画が決まっていましたら、教えて下さい。 
「大正大学の歴史をみますと、巣鴨との関わりは思った以上に深いのです。大正
大学は巣鴨に育てられてきたことを再認識しなければならないと思います。大学
が地域と『共生・共育をめざす』、フィールドワークを展開するにも『巣鴨から学
び、巣鴨と育つ』を位置づけていきたい。 
インターンシップも巣鴨地域の中で実施する。巣鴨で考え・巣鴨で実践し・巣
鴨から学ぶ、そして巣鴨から発信することがＮＣＣへの期待度につながりましょ
う。プロジェクト研究もインターンシップも巣鴨でどろんこになって試行錯誤し
ていくものを想定しています。そこでの学びが卒後の地域生活で再構築されるこ
とにより、『巣鴨からの発信』につながっていくのでしょう。 
それらを、具現化するためには学生の学習ニーズを聞き取りながら、地域との
関係・プロジェクトの状況をも考えます。さっきから学生もＮＣＣ社会貢献プロ
グラムの企画者としての学習ニーズを明確に伝えて欲しいのです。よりよい計画
の企画と実践をための必修アイテムとなる案。これが、取り組みの主流になるこ
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とは間違いないでしょうし、そうでなければつまらない学びになってしまいます。
『ゴールデントライアングル』意識した展開を心がけていきたいものです。」  
 
以上がＮＣＣ設置当初のインタビューを再構成したものである。 
結果として、ＮＣＣは学部横断履修コースとして、大学教育の新しい展開点と
しての役割期待が持てたことは事実である。新しいプロジェクトを推進するには
それなりの財務的裏付けが不可欠である。残念であったことは、今回ＮＣＣ設置
準備から実展開に至っても大学からの財務的裏付けが容易でなかったことを書き
留めておきたい。事務組織および教員組織で諸要件への理解が充分に至らなかっ
たことが要因であった。現在学内でＮＣＰ（ネクストコミュニティプログラム）
構想が計画されている。特に財務的にＮＣＣを乗り越える覚悟が求められるであ
ろう。 
 
Ⅴ .  ＮＣＣ・アーバン福祉から人間環境学科へ 
１）人間環境学科設置の趣旨および必要性 
1918（大正７年）に本学の前身「宗教大学」に「社会事業研究室」が開設さ
れて以来、大正大学は伝統的に福祉領域の研究と実践を重視してきた。そして近
年とみに福祉の概念が拡大してきたことを踏まえて、本学のアーバン福祉学科に
おいて、こどもから高齢者までを対象に「人間が幸せ」に生きることができる「共
生社会」の構築を実現するための学びを進め、幅広い視野と見識を育むことがで
きる教育カリキュラムを提供してきた。 
ところが、現代の社会的なニーズの変容は急激で、福祉の分野をとりまく課題
は極めて多様化・複雑化してきており、特にこどもをめぐるさまざまな問題や環
境およびコミュニティの領域での課題はより顕著である。したがってこれらの領
域を学問として深化させる必要性も急速に高まってきており、またこれらの分野
に関連する領域で活躍できる人材とその養成についても求められるようになって
きている。 
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一方で、本学は平成２１年４月に建学以来の大乗仏教精神に基づき、現代を生
き抜く人材を育てることを主眼として、新教育ビジョン「４つの人となる」を掲
げた。 
そこで、本学の建学の精神と本学が持つポテンシャルを最大限活かし、「共生
社会」の構築にむけ、社会的な要請に答えるために、従来アーバン福祉学科の中
で展開してきた内容を焦点化し、「人間環境学科」を設置することとした。 
「人間環境学科」は新たな「価値観」に基づき「共生社会」を考えるべく、こ
れまでの「価値観」「倫理観」等を再考し、「人びとが協同する社会」を構築す
ることに重点をおく。この「共生社会」の基盤となる「より豊かな人間環境」を
実現するためには、「社会、文化、習慣、世代などの壁を越えた共生社会」を構
築していくことが重要な課題となる。人間環境学科では、「生活者の営み」をみ
つめ｢人間環境｣を基軸に教育研究上のフィールドとして、「サステイナビリティ」
の観点を軸にして、さまざまな課題に向き合い、解決方法を探り、新しい施策を
策定し、実行力や判断力などの能力を持ってこれらにあたる人材の育成をめざす
こととした。 
２）人間環境学はどのような人材を育成するか 
「共生社会」の構築にむけ、国際社会の急激な変化・グローバル化や都市化等
によって発生しているさまざまな課題の中で、環境の保全やコミュニティの再生、
こども成育環境やこどもの文化環境の継承および創造などの取り組みは喫緊かつ
長期にわたり求められるようになってきている。そのため、人と環境のインター
フェイスで生じる諸課題に対応することができる環境人材や社会起業家、こども
成育支援・子育て応援・こどもビジネス、国際協力等の実践的な知識や技術、さ
らには倫理を兼ね備えたプロフェッショナルを養成する。 
環境およびコミュニティの再生や、こどもの成育と文化の創造に係る幅広い教
養を身に付け、公共性および倫理性を保持しつつ、時代の変化に合わせて社会の
在り方を考察することを通じて、持続可能な社会づくりに参加してくことのでき
る思考力・行動力・問題解決能力を育成するための教育を展開する。 
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３）卒業後の進路 
人間環境学科を卒業後は、環境やコミュニティ、こども成育支援等の分野で、
社会科学の方法に即した知識・理解を活かす職種に就くことを想定している。具
体的には、企業や官公庁、公益法人や特定非営利活動法人、国内外のNGO・NPO
等のさまざまな現場を進路先とし、各業務の中で環境配慮やこどもの成育環境の
調整、社会・地域貢献等の取り組みを主導することである。 
４）人間環境学科の特色 
 人間環境学科の特色は、以下の３点によって示すことができる。 
① 現代的な課題に対応できる新たな人間学を学ぶ 
人間環境学科は、当然人間そのものや、人間をとりまく環境を扱う。その中で
も、人間および環境をめぐる現代の諸問題や課題を取り上げて、こどもの成育や
環境保全のあり方、コミュニティ再構築のあり方、などといった分野を集中的に
扱う。人間学やこども学、環境学と呼ばれる学問分野は学際的であるため、人文
科学と社会科学の研究手法や研究成果を横断的にとりあげると同時に、俯瞰的・
総合的な視点でさまざまな領域やテーマを観察し学習していくことを特色とする。 
② ワークショップによる体験型・発信型授業展開 
 カリキュラムは、座学主体の講義科目のみによって展開するのではなく、3時
限連続（90分×3時限＝270分）の科目を1年次より4年次まで段階的に展開する。
学生は、この「ワークショップ」を通して、多面的な調査研究、文献研究、実地
調査などを行う。その過程で「話す・書く・聞く・読む」ことを中心に、さまざ
まなアウトプット型の作業を体験することで、知識を自分の身で確かめ、実社会
で通用するような学びを展開する、という特色を有する。 
③ フィールドワークのカリキュラムへの導入 
 フィールドワークは、こどもの成育や環境保全のあり方、コミュニティ再構築
のあり方などで特色のある現場に赴いて、その場の資源やリソースを活用し集中
的に学習するスキームである。講義科目とワークショップで深めた知識や体験を、
実際の現場で確かめたり、応用してみたりすることで、現場で活用できる問題解
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決能力や課題対応能力が身につくため、１年次からフィールドワークの履修を課
し、カリキュラムの中心のひとつと位置付け、多角的な学習の機会を提供する。 
５）人間環境学科の名称と学位 
 人間環境学科は、人間、特にこどもの領域と、環境およびコミュニティの領域
を取り上げ、これらの分野を幅広く、総合的かつ専門的に学ぶものである。そこ
で、これらの領域をカバーし、かつ社会や受験生などにも理解されやすい名称と
することを考え、学科名称を「人間環境学科」とする。 
 また、学士は「学士（人間環境学）」とする。英訳名称は、Department of the 
Environment and Human Life Sciencesとする。 
６）教育課程の編成の考え方および特色 
 まず、人間環境学科の教育課程の在り方については、基本的には既設のアーバ
ン福祉学科環境コミュニティ専攻から発展させ、２つのコースからなるプログラ
ムを提供していることが、本学科の大きな特色である。 
教育方法及び履修方法に関しても、従来の「環境コミュニティコース」を「環
境政策コース」に「のびのびこどもプロダクトコース」を「こどもコミュニティ
コース」と改称し、その教育カリキュラムを一層の充実、発展させることもねら
いとしている。現行の制度のなかで、一層の教育効果を発揮できる方法を充実さ
せたい。 
例えばその一つとして、「ワークショップ」形式の授業を設置し、3時限連続
の科目を1年次から4年次まで提供し、この「ワークショップ」を通して、調査・
研究・分析などを進め、グループでの徹底議論やプレゼンテーションを行い、報
告書や作品等を制作する。こうした授業を集中的に実施することにより、弾力的
な授業の展開が可能であることと同時に、学生への教育効果の向上も期待できる
ようになった。 
７）教育方法、履修指導、研究指導の方法および卒業要件 
本学の教育方法を大別すると、第Ⅰ類科目と第Ⅱ類科目に分かれる。 
第Ⅰ類は…（略） 
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第Ⅱ類科目は、専門教育科目であり、大学教育の根幹をなす科目である。履修
すべき単位数は９８単位であり、このうち自身が所属している学科専攻以外の科
目を５０単位まで履修することができる。 
１・２年次においては、学科の学領域を学ぶための基礎的な科目を履修させる
こととし、特に基礎ゼミナールやワークショップⅠ～Ⅳの科目で、学生一人ひと
りの状況を掌握する。また２年次もしくは３年次から、各コース内に設けられた
複数のプログラムからひとつのプログラムを選択して学ぶ、という形式をとる。
専門科目の履修やプログラム選択の指導に当たっては、ワークショップ等におい
て、学生のニーズや興味・関心に応じて適切におこなうものとする。 
３・４年次においては、専門科目群およびワークショップの履修を経て、卒業
研究につなげていく。 
① 人間環境基礎論（基礎ゼミナール） 
１年生を対象としたコース別のゼミナールである。所属するコースの学習内容
のオリエンテーションをはじめ、専門科目の学習方法についても学ぶ。またこの
授業の担当教員は、学生生活等に関する相談・指導の役割も担う。 
② 学科の基礎・分野・方法研究等 
コースごとに、基礎部門・専門部門・実践部門に分類されている。履修要件は
コースごとに異なるが、いずれも３・４年次の専門研究、ワークショップで展開
していくための科目群となっている。 
③ 専門研究・卒業研究 
３・４年次には、専門科目の学習内容は高度化し、ワークショップにおいては
自身の学習テーマを自身で選び学ぶようになる。その成果は、４年次末までのワ
ークショップで練り上げ、集大成とする。             
 以上が人間環境学科の履修コースの教育の組織の現況をまとめたものである。 
検討修正課題は今後も多岐にわたり提示されるが、当面はマイナーチェンジを積
みかさね「人間環境学科」学内不動の位置に据える努力を惜しまない。 
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Ⅵ. 人間環境学科の課題と展望 
大正大学において人間環境学科への展開課題は、人文科学と社会科学の視点か
ら、社会生活・地域生活を取り巻く環境への研究教育が主柱とされよう。特に市
民視点からの環境へとこどもへの接近が環境政策とこどもコミュニティへのミッ
ションと位置付けられた。そのことを認識しつつ課題の一端を考えてみたい 
１）環境政策コース 
環境政策コースは、環境の保全や地域のまちづくりに関連するさまざまな講義
課目を提供すると同時に、実践的な学びを重点的に進めることのできる場として
ワークショップとフィールドワークを開講する。これらのカリキュラムを通じて、
現実社会の実態を総合的に理解し、また情報を分析し解釈できるスキルを身につ
けていく。循環型社会形成・環境保全活動・まちづくり社会貢献（国際貢献も視
野に入れる）そして環境教育への学究をより積極的に展開したい。そして、市民
視点を持って社会生活を進めることができる「環境人材」となることを企図して、
教室の内外での体験を通じた学習を整備し、少人数制できめの細かい学生指導を
行う。 
２）こどもコミュニティコース 
 こどもコミュニティコースは、こどもをテーマにした教養教育を重視するとと
もに、徹底した現場での実践的な学習を進める。具体的には、富裕層をも視野に
入れた「こども・子育て応援」、「こどもビジネス」、「こどもインターナショ
ナル」の３つのテーマを軸に学習を進める。 
こどもコミュニティコースとした背景には、従来から「こども・・・コース」
は幼児教育あるいは保育事業を想像されるが、本コースは「福祉領域からの転換
発展」を主課題とされたい。したがって、主課題を認識しつつ３年生からはテー
マごとのサブコースに所属し学習を深める。また、ワークショップなどの授業や
講義にも各領域の専門家を積極的に招聘するとともに、現場での学習機会として
は２年生から年間を通じたフィールドワークに取り組む。よりアグレッシブな学
修を求め継続していきたい。 
 以上が、現況における人間環境学科への私的展望である。 
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Ⅶ. まとめにかえて 
 本稿の目的は、人間環境学科が設立するまでの学内状況に視点をあてて、
その一端をまとめてみた。 
 教育機関にあらたな領域を位置づけるには、その展開過程における時間
軸と空間軸を検証しながら考察作業を進めていかなければならない。 
 人間環境学科は社会福祉学科の歴史性＝時間軸とネクストコミュニティ
コース(ＮＣＣ）の実践展開＝空間軸の交錯から発展設立したと認識できよ
う。今後既定の課題と想定外の課題とをいかに望まれる方向に進めていく
か。学科スタッフの好転への思考と実践の結集が不可欠とされよう。 
 今期にて退任するＤＲ.野田は本学での15年間卓越したマネジメント力
をもって、学科推進に多大なる貢献をいただいた。そのことに感謝し、さ
らなる飛躍を誓いまとめにかえたい。 
 
注：本稿での参考資料は、「人間学科設置申請書類」「学内課別事業計画
書」、「事業計画明細書」といった学内書類への筆者メモを中心としてい
る。 
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